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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
2 * 0 7 5 11 1 1 2 1 3 4 1 0 2 0
6 * 0 0 1 3 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
13 0 0 0 1 2 0 0 2 0 1 1 2 1 0 0
15 * 0 0 5 11 4 4 3 1 7 8 2 2 1 0
17 0 0 0 5 9 0 0 5 2 1 3 3 0 1 0
22 * 1 4 2 5 1 2 3 0 5 5 4 2 2 0
31 0 0 1 4 5 0 0 2 2 1 3 0 0 0 0
33 0 1 1 3 5 1 2 2 0 3 3 0 0 1 0
55 * 0 2 2 3 1 2 1 1 1 2 1 1 1 0

0 0 2 2 7
2 16 28 54 8 11 21 8 23 31 13 6 8 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 0 0 2 0 2 3 0 2 2 3 3 1 0
15 0 0 0 0 1 0 2 3 0 2 2 0 0 0 0
18 * 0 1 7 14 2 4 1 3 2 5 7 0 1 0
20 0 0 0 1 6 1 2 1 3 1 4 0 0 0 0
21 0 0 0 4 6 3 5 2 3 7 10 1 1 1 0
24 * 0 2 1 5 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
32 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0
41 * 3 17 3 7 2 2 1 3 5 8 0 1 3 1
99 * 0 0 5 9 3 5 2 5 6 11 1 1 0 0

0 3 2 5 8
3 20 21 51 11 22 15 17 25 42 15 7 6 1

土屋 時生 13 21

RATE 15.0% 41.2% 50.0%
200

Team / Coach: 森田 知志 -
合　　　計 62

岡島 涼平 0 13

29
奥田 遥介 11 20

山野 裕太 17 37

35

伊田 文汰 0 28

ST MINTO AS

大和谷 健太 2

青木 佑大 3
北代 一貴 16

REBOUND３Ｐ BS

林 真一 0 7

10

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 稲垣 諒
合　　　計 70 200

RATE 12.5% 51.9% 72.7%

大阪教育大学

野村 悠也 5 29

山川 和穂 8 30
西廣 祐輝 8 13

10 23

丸山 高弘 2 15

加地 毅紀 10 15

刈川 真輔 14 30
近土 真人

高橋 龍斗 11 30

山脇 公貴 2 10

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

難波 航太 0 5

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.17
龍谷大学開始時間 15:30

会　　場 東大阪アリーナ

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

龍谷大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 1 勝ち点 2試 合 ＮＯ224

70 62

敗チーム

大阪教育大学

男子

戦評
【総括】
リーグ戦5日目第4試合、今だ勝ち星のない龍谷大学と、二連敗で勝ち星がほしい大阪教育大学との対戦となった。
序盤から激しいディフェンスを続け、大教大を突き放しこの試合最大の15点差を広げ前半を大きくリードする形で龍
谷大が前半を制した。後半に入り、龍谷大がファールを重ね、大教大が、相手のファールをうまく誘い点差を振り出し
に戻すが、最後まで粘り強く守り抜いた龍谷大が70-62で大教大を下しリーグ戦初の白星を飾った。
【第1ピリオド】
序盤から激しいディフェンスでリズムを掴もうとする龍谷大に対して、インサイドの#99土屋を起点に得点を重ねる大教
大。龍谷大#15、刈川#2高橋のドライブからの連続６得点で流れを掴む。勢いに乗りたい大教大だが、ミスが目立ち
勢いに乗れない大教大。その隙に、龍谷大が、激しいディフェンスからの得点を重ね勢いに乗り、12-17龍谷大5点
リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、第1ピリオドの勢いのまま、龍谷大#33加地のミドルシュートから始まる。対する大教大は、序盤からミスを
連発するが、#41山野の3Pシュートでくらいつく。龍谷大も#22山川の3Pシュートで突き放しにかかる。両チーム激しい
攻防を繰り返し両者一歩も譲らないが、龍谷大#31西寛のガッツあふれるプレイから流れを作り得点を量産、23-36龍
谷大リードで前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、大教大#18北代のミドルシュート、#99土屋の連続得点でゲームが始まる。それに対する龍谷大は#55野
村のドライブで応戦する。4分が経過し大教大が、激しいディフェンスから#18北代の3Pシュートで7点差まで追いつく
が、龍谷大#17近土の連続得点で突き放しにかかる。両者一歩も譲らぬまま、37-51で龍谷大14点リードで第3ピリオ
ドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、龍谷大ミスからスタートし、大教大は、チーム全員による決死のプレーで粘りを見せ、徐々に流れを引き
寄せていく。たまらず龍谷大はタイムアウトを取る。龍谷大は流れを引き戻したいが、大教大の連続得点で5点差まで
追いつき、大教大に流れが傾く。大教大#21奥田のゴール下での力強いプレーで連続得点し、流れを掴んだと思わ
れたが、龍谷大#2高橋、#22山川のドライブからの得点で流れを渡さない。しかし、龍谷大は終盤ファールが重なって
しまい大教大が、ファールを誘い残り2分で逆転に成功する。そこから、お互い点を取り続け、シーソーゲームとなり、
最後まで力強くディフェンスをやりきった龍谷大が62-70で勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

中村 瞭太 (芦屋大)戦評鬼塚 誠太郎 副審 中川 寛樹


